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月例リレートーク『場をつくる』

総括対談

リレートーク１年をふりかえって

大川直志×佐々木梢
小金井アートフル・アクション！
事務局× 2010 年度インターン

大川：１年間やってみて、実際ゲストの話を伺っ
てみてそのおもしろさを伝えたいという気持ち
はあったけど、それをどう他の人にも伝えれば
いいのかわからなかったのが反省点かな。

佐々木：たしかに事前の打ち合わせやリサーチ
でゲストの方を好きになりますよね、それを
トークでどう伝えるのかが難しかったですね。
参加者として呼びたい人は市民の人だったけ
ど、チラシを配るだけでは来ないからその時ど
う動けばよかったのかを今後考えていかないと
いけない。

大川：今でもそれはわからないけどね（笑）

佐々木：人数は期待しなくてもいいんじゃない
かと思います。人数を考えると疲れるし、他に
大切なことが考えられなくなりそうだなと思い
ます。

大川：４回目のゲスト萩原さんの回に年配の方
が市報を見て参加して下さったことがあった。
その後ゲストの本をお貸しして、後日ご主人を
連れて返却しにきてくれて、カフェまで利用し
ていってくださった。そのような小さなつなが
りをつくって広げることが大事な気がする。

月例リレートーク 2010 年度は、『シャトー２Ｆ』という拠点を持つに伴い「場をつくる」

というテーマを設けて全６回開催しました。今年度は、企画をインターンが務めたことと、

開催場所をすべてシャトー２Ｆにしたということが大きな変更点です。（2009 年度は拠点

が無かったので毎回場所を変えて開催していました）   今回はそのリレートークに、企画運

営として関わった小金井アートフル・アクション！ 2010 年度インターン佐々木と、事務局

としてそのサポートにあたった大川が対談形式で１年間のリレートークやインターンの活

動を振り返りました。

佐々木：そうですよね。

佐々木：シャトーのマンション（シャトー２F
はマンションやお店などが集まった複合型施設
の一部である）の人はラジオ体操道（ダンサー
の大川原修平が早朝市内の公園でラジオ体操を
毎日続けた企画）などにも気軽に来てくれてい
たじゃないですか、中途半端に終わってしまっ
たのが残念。つながりが完全になくなったわけ
ではないので、また興味を持ってもらえるよう
なきっかけを作って、来てもらえればいいと思
いますね。

大川：マンションの場合はラジオ体操などこち
らから動いた結果なのでそういうことも大事な
のかも。ある程度期間があいてしまうと何とな
く誘いづらい気がする。３回目のゲスト、伊藤
さんは数回お会いしただけだが、その後も気軽
に展示やイベントに誘って下さる。そのように
一人一人とのつながりをつくるとき、自分のテ
ンションを一定でコミュニケーションをとると
いうことも大事なのかなと思った。

佐々木：同じテンションは難しいですよね。前が
上がりすぎて次低ければ相手もびっくりですよね。

大川：市民の話だと２回目のゲスト今井先生の
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住民が主役という言葉は今になって実感している。

佐々木：それは印象に残りましたね。

大川：自分は市民ではないし、今まで活動して
きて小金井アートフル・アクション！のプロ
ジェクトも市民が主役であると実感することが
多い。

佐々木：今井先生の時にマンションの人が来て
くれて、興味を持ってくださった方はその後も
いろいろ助けてもらっている。

大川：最終的に後押ししてくれるのは市民だか
らね、そのようなサポーター的な人を増やすイ
メージでいいのかも。でも実際イベントや展示
に来てくれるというのが一番のサポートだよ
ね。そして次の段階として運営に関わってもら
うということも可能、そのためには組織をある
程度オープンにするということも大事になって
くる。

佐々木：仲間内だけになってしまうとだめだと
４回目のゲスト萩原さんもおしゃっていました
し、１回目のゲスト言水さんもスペースを閉じ
た場にはしたくないとおしゃっていましたよ
ね。

大川：新しい人が入ってくると想像を超えたお
もしろいことができる可能性が増えるよね。

佐々木：それって素敵ですね。

大川：それを運営側が共有してるかどうかが重
要なことだよね。また場を持つということでい
うと、個人的にシャトー２F はここを城にして
やっていくぞっていう感じはあまり持ってない
んだよね。

佐々木：城にしないってことは閉じた場にしな
いってことですか？

大川：それもそうだし、ずっとここを拠点にやっ
ていけるとはかぎらないということ。そう考え
たときにやっぱり人とのつながりがあれば、ち
がう場所でもできるし、そっちのほうが大事な
んじゃないかなという気がしてる。

佐々木：もともとアートフルアクションは場所
を持たずに始まったじゃないですか、次に場所
ができて自分たちで壁塗ったりして愛着もある
し。でもこの１年でこの場所は大切だけど、ス

ペースに執着していないということはオープン
でいるからこそ、そういう意識につながってい
るのかなって思いました。

大川：そういう意味ではスペースを持って活動
されていた伊藤さん（island）や言水さん（路
地と人）もその意識があるように感じた。だか
らこそお二人とも今おもしろい場所ができてる
という気がした。

佐々木：オープンな場ということは、いろんな
人が入れる余地を残すということだから６回目
のゲスト、プラスアーツ永田さんの不完全プラ
ンニングのお話も参考になりますね。

大川：今考えると、不完全プランニングは余白
を作って可能性を広げるということをあえて予
想してやっている気がする、それがすごいと
思った。予想していないことも起こるので大変
だと思うけど、相手を信じてその可能性にかけ
るってことだから。

佐々木：それもアート的な発想ですよね。

大川：５回目のインターンしゃべり場はどう
だった？

佐々木：実際やってみるとたくさん人が集まっ
てくれてよかった。これからも続けていければ
良い。時間がたつとプロジェクトや考え方の変
化があると思うし、それをまたラフな感じで話
せれば良いと思う。

大川：新しくインターンを始める人にもそれを
聞いてもらうと少しはアートプロジェクトやイ
ンターンについてわかってもらえるんじゃない
かな。

佐々木：会議という固い感じではなく、しゃべ
り場という気軽な形にしたのが良かったかなと
思います。

大川：冠さん（なないろチャンネル）のインター
ンやボランティアがアートプロジェクトの入り
口になるという話が印象に残っている。イン
ターンの役割を決めたほうがいいという話もあ
るけど、インターンとボランティアはちがう気
がするんだよね。

佐々木：言葉から受ける印象も違いますよね、
ボランティアはちょっと固い感じがする。



大川：インターン（ボランティア）という書き
方もある。それもちょっと違うと思う。

佐々木：インターンがインターンとして活動し
ても、そこにボランティア的要素が入ることも
ある。インターンは活動を通して考えていくこ
とが重要だと思う。ボランティアは活動がすぐ
に結びついてそれ自体をやることに意義があ
る、インターンは長期的に考えながらやってい
けばいいと思う。

大川：それでうまくのっていけば、プロジェク
トや運営のコアに関わるなど役割が見えてくる
と思う。

佐々木：自分で考えて自分で決めるというのが
大きいのかな。

大川：それをはじめに共有するのが難しい。こ
れは今までお互いがインターンをやってきたか
らこそ見えてきたものであって、段階論ではな
いけど、それをどう伝えるかが難しい。

佐々木：これまでやってきて今の考えに至った
というのが大きいので、これからインターンを
はじめようと思っている人にそれを伝える自信
がないです。

大川：でも事前に１回話をして、そのときわか
らなくても月日を経てわかる可能性もあるの
で、やっぱり相手に伝えようとコミュニケー
ションとるということが大事なのかも。

佐々木：ほんとにそう思います、時間が経った
時、あの人はこういうことを言ってたのかとわ
かることで成長したと実感できる。

大川：前振りがあるかどうかで２回目の理解の
深さが変わってくるよね。

佐々木：１回目でなんでわからないんだろうと
考えることでその後の動きが変わってくると思
う。

大川：相手に伝えるということでは、今年度は
「小金井１１０人のストーリー」（アートに限ら

ず市内の多分野で活動している人をゲストに迎
えたトークイベント）を並行してやっていたと
いうのも大きかった。

佐々木：はい、比べてどうでした？ お客やゲ
ストはかなりリレートークとは最終的な到達点

もちがった気がしたんですよ。聞く側からする
と１１０人は市民や小金井を知れるし、リレー
トークだとアートの活動をする人にとっては勉
強になると思った。

大川：そうだね、もちろん違う企画だから枠組
みはちがうんだけど、両方ともゲストの活動や
想いを伺って、それを参加者と共有するという
点では一緒の気がするんだよね。トーク以外で
もアーティストと作品をつくるとかイベントを
企画するということも、それの何がおもしろい
のか、どういう想いでやってるのかを相手の話
を深く聞いて共有するということが、自分たち
がここから何を発信したいのかというアイデン
ティティにもつながる気がした。そういう意味
では、トークというのがすべてのベースになる
のではないかという意味。伝わってる？（笑）

佐々木：ちょっともやっとしてます・・・トー
クを企画した側の人ははじめから関わっている
からそう思う段階にあるので、知らない人はど
う思うのかなって。

大川：そうだね、インターンもまだ入りたてで
そのあたりを共有できてなかったよね。

佐々木：逆に難しく考えすぎちゃったところも
あるのかもしれないなぁと思ったり。経験がな
かったというのは大きかった。

大川：でもインターンの活動で失敗とかは全然
いいと思う、ただ思うようにできなくても悩み
ながら次できるかというのが重要になってく
る。

佐々木：一応トークの反省会はやってたじゃな
いですか。でもあまり広がらなかった・・

大川：やっぱり月例でやっていくのが大変だっ
た、１つ終わってすぐ次に取りかからなければ
いけなかったので。企画の組み方をもう少し考
えたほうがよかったのかなっていうのはある。
あとリレートークに関しては、トークをやって
終わりではなく、その後もレポートや冊子作り
での情報発信が重要ということも共有できてな
かったよね。

佐々木：メディア作りまでインターンで受け持
つという考えが薄かった。そのような流れがあ
ればみんな協力してくれる環境ではあったけ
ど・・・率先してという感じにはならなかった。
メディア作りっていうのがあればもっと知ろう



という気になれたかもしれないですよね、それ
がモチベーションにつながったかも。

大川：でも実際やってみて、やりっぱなしでは
なく、冊子など文字や写真にして形にするとい
うことがとても大事だなと思った。

佐々木：やった感がありますよね。

大川：今後のリレートークはどうなるのかな、
来年度は３年目だけど。１年２年ときて、今あ
るつながりをどう広げていくのかっていうのが
課題かなという気がする。これまでやってきて、
いろいろな団体やアーティスト、市民とのつな
がりは少しづつできつつある。それをどう次に
つなげて発信していくのか。

佐々木：市民の人にそのおもしろさをどう伝え
ていくか。おもしろい側面はいっぱいあるので
それのどこをどう見せるかで変わってきますよ
ね。そのための計画をしてやっていけば、これ
まで気づかなかったこともわかるかもしれな
い。

大川：そういう意味では広報などのメディアも
大事になってくるよね。

佐々木：メディア大切ですよね、チラシだけじゃ
なくて、それをどういう人に配るとかそこまで
メディアとして考えていくとやりがいもありま
す。前はチラシって大人数に配ればいいと思っ
てましたが、どういう人に配るかを考えること
も大切。メディア作りを通して小金井市のこと
も考えて楽しくやっていければいいなと思って
ます。

2011 年 3 月
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